
第１４回 ＩＢＩＣスペシャルセミナー 

『 いま、 ”グローカリズム”こそ起業の原点 』 

講師 『あまから手帖』 編集主幹／フードコラムニスト 門上 武司 氏 

 

【日 時】平成 21 年 4 月 17 日（金） 18：30～ 

【主 催】今治地域地場産業振興センター 

「愛媛県地域力連携拠点」今治商工会議所経営支援センター 

【参加費】無料 

【開催地】じばさんセンター ４階 第１研修センター 

【参加者】38 名 
 

今回のゲストは、関西の料理人とレストラン事情には誰よりも詳しい、関西の食の大御所、門上武司さ

んをお迎えいたしました。 

門上さんは、料理雑誌”あまから手帖”の編集主幹をはじめとして、「食」に関する、料理人・生産者・

消費者 それぞれの立場がうまく繋がるように、執筆活動や、さらには、女優の水野真紀さんと一緒にグ

ルメ番組にもご出演されておられます。 

そんな門上さんが考える「食」の役割とは・・・、食によってコミュニケーションも広がり、語らうこ

とによって食べる楽しみにも繋がるという事で、流行っているお店、各店に共通している点を挙げるなら

ば、味もさることながら、一番大切なキーワードとは、”どれだけ楽しい時間を過ごせるか”につきるそう

です。 

Ｂ級グルメから、ミシュランガイドに掲載される名店まで、全国各地を旅されている「旅の達人」でも

ありますが、達人ならではの食に対する想いを語っていただきました。 

 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Profile／門上 武司（かどかみ・たけし） 
 
・1952 年大阪生まれ。 
・大阪外国語大学 露西亜語学科中退。 
・食関係の執筆、編集業務を中心に、プロデューサーとして活動。 
・「関西の食ならこの男に聞け」と評判高く、テレビ、雑誌、新聞等のメディアにて発言も 

多い。 
・主な著書に、『スローフードな宿』（木楽舎）、『京料理、おあがりやす』（廣済堂出版）等。 
・「水野真紀の魔法のレストラン」（毎日放送）ではコメンテーターを務める。 
・国内を旅することも多く、各地の生産者たちとのネットワークも拡がっている。 
・食に携わる生産者・流通・料理人・サービス・消費者をつなぐ役割を果たす存在。 
・2002 年、（財）日本ソムリエ協会より名誉ソムリエの称号を授与される。 
・スローフードジャパン副会長。 
・1991 年 7 月、株式会社 ジオード設立。 
・2004 年 10 月、（有） 門上武司食研究所設立。 
・門上武司食研究所 ⇒ http://www.kadokami.com/ 
・門上武司のおいしいコラム ⇒ http://www.kadokami.net/weblog/ 


